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委員会・審議会を公開しています
開催日 会議名など 担当課

●傍聴は先着順となります。
●議題等詳細については、担当課へお問い合わせください。

地域政策課
　35-3524
地域政策課
　35-3524
企画課
　35-3131

子育て支援課
　35-3140

生涯学習課
　35-3155
地域政策課
　35-3524
地域政策課
　35-3524
教育総務課
　35-3153
地域政策課
　35-3524
地域政策課
　35-3524
地域政策課
　35-3524
地域政策課
　35-3524
企画課
　35-3131
地域政策課
　35-3524
生涯学習課
　35-3155

16日㈮

19日㈪

21日㈬

22日㈭

23日㈮

26日㈪

27日㈫

丹生川地域審議会
15：00～  丹生川支所
一之宮地域審議会
19：30～  一之宮支所
庁議（幹部会）
  8：30～  市役所4階特別会議室
子どもにやさしいまちづくり
推進委員会
14：00～  市役所4階中会議室
図書館資料選書委員会
10：00～  市図書館「煥章館」
上宝地域審議会
14：00～  上宝支所
荘川地域審議会
15：00～  荘川支所
教育委員会定例会
10：00～  市役所3階302会議室
久々野地域審議会
15：00～  久々野支所
高根地域審議会
15：00～  高根支所
朝日地域審議会
16：00～  朝日支所
清見地域審議会
19：00～  清見支所
庁議（幹部会）
  8：30～  市役所4階特別会議室
国府地域審議会
16：00～  国府支所
図書館資料選書委員会
10：00～  市役所3階301会議室

◎休日、夜間等の急病の場合、受診できる医療機関の問い合わせは、高山地域救急医療情報センター（　34―3799）へ

母
子
家
庭
の
母
が
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
す
る
場
合
の
費
用
な
ど

に
つ
い
て
、国
の
制
度
に
市
が
上

乗
せ
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。な

お
、受
講
や
修
業
さ
れ
る
前

に
給
付
の
対
象
と
な
る
か
を
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

①
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

就
職
を
目
的
と
し
た
教
育
訓
練

と
し
て
市
長
が
指
定
す
る
講
座
を

受
け
た
場
合
、受
講
終
了
後
に
費

用
の
２
／
３
相
当
の
給
付
金
を
支

給（
上
限
10
万
円
、下
限
４
０
０
０

円
）。

対
象
講
座

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、医
療
事
務
、

簿
記
、情
報
処
理
、英
会
話
、秘

書
な
ど

②
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

就
職
の
た
め
の
資
格
取
得
を
目

的
と
し
て
、専
門
学
校
な
ど
の
養

成
機
関
で
２
年
以
上
修
業
す
る
場

合
に
、修
業
期
間
中
の
生
活
支
援

と
し
て
月
額
10
万
円（
住
民
税
課

税
世
帯
は
月
額
７
万
５
０
０
円
上

限
３
年
間
）、ま
た
学
費
な
ど
の
支

援
と
し
て
入
学
金
や
学
費
の
２
／

３
相
当（
上
限
30
万
円
）を
支
給
。

対
象
資
格

看
護
師
、保
育
士
、介
護
福
祉

士
、理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士

な
ど

対
象
者

・
市
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
ま
た
は

同
程
度
の
所
得
水
準
に
あ
る
方

・
市
税
な
ど
に
未
納
が
な
い
方

・
過
去
に
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ

た
こ
と
が
な
い
方

・
①
は
雇
用
保
険
法
に
基
づ
く
教

育
訓
練
給
付
の
受
給
資
格
を
有

し
な
い
方

問
合
先
子
育
て
支
援
課

35-

３
１
４
０

◎
母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業

応
援
し
ま
す
!!

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

市
で
は
、国
際
観
光
の
さ
ら
な

る
推
進
、地
場
産
品
の
海
外
販
路

開
拓
、多
様
な
国
・地
域
・都
市
と

の
交
流
を
一
体
的
に
進
め
、地
域

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、そ
の
展

望
を
海
外
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

ま
と
め
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、海
外
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
こ
と
で
市
民
自

ら
が
飛
驒
高
山
の
魅
力
や
価
値
を

再
認
識
で
き
る
と
し
、そ
の
上
で

誇
り
を
持
っ
て
そ
れ
を
高
め
て
い

く
た
め
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
く

こ
と
で
、活
気
と
誇
り
に
満
ち
た

国
際
都
市「
飛
驒
高
山
」が
形
成
さ

れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、こ
の
実
現
の
た
め
３

つ
の
目
標
と
指
標
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

ビジョンの期間　平成24～26年度
目標１ 海外からの誘客促進によるにぎわいの創出
⇒指標 外国人観光客の年間宿泊客数30万人
目標２ 海外への販売促進による活力の創出

～売り上手な産業を育む～
⇒指標 事業者の新規海外販売契約延べ20件
目標３ 海外との人や文化の交流促進による郷土愛の創出

～人とまちを育む～
⇒指標 市民の国際交流事業などへの

年間参加人数５千人

外国人観光客と中橋

活
気
と
誇
り
に
満
ち
た
国
際
都
市

「
飛
驒
高
山
」を
目
指
し
て

―
海
外
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
―

問
合
先
海
外
戦
略
室
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３
４
６




